
ポリブテンパイプ、保温付きポリブテンパイプの接続手順

1
パイプはカットマーク
位置で直角に切断する。
※専用カッターを

回しながら切ると
簡単です。

継手の中にセット
されているサポート
スリーブを取り出す。
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取り出したサポート
スリーブをパイプ
端部に挿入する。

サポートスリーブ
挿入確認の
マーキングをする。

差込代（端部から
最初のカットマーク）
に油性マジックで

半周以上
マーキングする。

継手内の部品に異物付着
など異常がないか、
又パイプに傷がないか
確認する。

差込代
マーキング部まで
まっすぐ確実に
差し込む。

差込代マーキング部
までの差し込みを
確認する。

パイプはカットマーク
位置で直角に切断する。

差込代（端部から最初の
カットマーク）に油性
マジックで半周以上
マーキングをする。

継手内の部品に異物付着
など異常が無いか、
又パイプ内面に
傷がないか確認する。

差込代マーキング部
までまっすぐ
確実に差し込む。

パイプ先端部が継手
から見えることを

確認する。
手でパイプを引張り

パイプの抜け出しが
無い事を確認する。
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漏水事故防止及び安全に使用して頂くため、裏面記載の「施工及び保管上の注意事項」を遵守願います。

※保温付パイプは、パイプを傷付けない様に

保温材を右の手順でめくってから

以下のプッシュロックⅡ、プッシュマスター

各々の接続手順を行ってください。

パイプを保温材ごと切断する 保温材をめくる。めくり難い場合は

保温材融着部より手で割いて下さい



【使用環境に関する注意事項】

1. 凍結防止には別途必要な処置を施して下さい。

2. 屋外での使用に際しては別途保護を行なって下さい。

3. パイプを土中に埋設する場合は、サヤ管等で必ず保護して下さい。

4. パイプは投光器近傍など高温になる所では使用しないで下さい。

5. 「給水・給湯」、「空調」その他弊社が使用を認めた配管用途以外には使用しないで下さい。

6. ポリブテンパイプは可燃性ですので火気を近づけないで下さい。又、高温にも注意して下さい。

7. 専用潤滑剤以外の潤滑剤や洗剤などは使用しないで下さい。

8. 温泉用途に使用した場合は、通常の給水・給湯用途に比べて劣化が早まる可能性があります。

点検の際には、配管の状態も確認いただき、変色、腐食の恐れがある場合、適宜交換をお願いします。

【配管、接続作業上の注意事項】

9. パイプへの釘打ち、ツブレ等に十分ご注意ください。

10.パイプの熱伸縮を考慮して配管して下さい（弊社発行の技術資料を参照下さい）

11.パイプの切断は専用カッターを使用して下さい。

12.パイプ端部の面取り加工や先端が斜めカットとなったパイプの削り補修はしないで下さい。

13.パイプ切断時はためらい傷に注意して下さい。切断を途中で止めずに最後まで切断して下さい。

14.パイプの最小曲げ半径を確保して配管して下さい。

曲げ半径が小さくなる箇所ではコネクターエルボ等を利用してパイプの曲がりを緩和させて下さい。

特に給湯器下配管については、コネクターエルボを必ずご使用下さい。

15.パイプ端部から50mm程度は製造時に生じる扁平が大きい為、カットして御使用下さい(十分な予長があります）。

16.接続後は水圧試験を行い、漏水など異常がないことを確認して下さい。

17.その他、プッシュロックの施工要領書やカタログ記載の注意事項に従って使用して下さい。

この絵表示は、必ず実行して頂く

「強制」の内容です

この絵表示は、してはいけない

「禁止」の内容です

この絵表示は「注意喚起」

の内容です

施工及び保管上の注意事項

そ
の
他
の
注
意
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